
第５次幸手市総合振興計画
後期基本計画策定

第１回 審議会

平成25年7月24日（水）
19:00～20:30



１．後期基本計画策定について
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総合振興計画とは

基本構想

基本計画

実施計画

まちづくりの基本理念や将来像と、これらを実現
するための施策の大綱を示します。
計画期間は、平成21年度から30年度の10年間
となっています。

基本構想を実現するために具体的に進め
ていく施策を体系的に定めます。
後期の計画期間は、平成26年度から30年
度の５年間となっています。

基本計画で示す施策の方向に
沿って、具体的な事業を定めます。

■ 総合振興計画とは、幸手市の将来像と、それをめざす
ための基本的な施策を表したもので、幸手市にとって
もっとも重要な計画です。



3

第５次幸手市総合振興計画の計画期間

平成（年度）
２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０

基本構想（１０ヵ年）基本構想（１０ヵ年）

前期基本計画（５ヵ年）前期基本計画（５ヵ年） 後期基本計画（５ヵ年）

実施計画

実施計画

実施計画 実施計画は計画期間が３年で、
毎年見直しを行う。

今回は基本計画
のみの策定



まちづくりの基本理念
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第５次幸手市総合振興計画基本構想の概要

幸手らしさを持つ、
コンパクトながら
活力あるまちづくり

都市と自然が調和した
安心・安全で活力あるまち 幸手

市民との協働による
計画的なまちづくり

安心・安全で
持続可能なまちづくり

将来像
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都
市
と
自
然
が
調
和
し
た

安
心
・
安
全
で
活
力
あ
る
ま
ち

幸
手

施策の大綱

①自然と共生した安心・安全でゆとりのあるまち

②健やかで生き生きとした暮らしのあるまち

③地域の特性を活かした快適で特色あるまち

④明日を支える人を育む教育文化の豊かなまち

⑤活力ある地域経済をおこすまち

⑥市民一体となり自立した地域を育むまち

⑦基本構想の実現のために

施
策
の
大
綱

【安心安全・環境分野】

【健康福祉分野】

【都市基盤分野】

【教育分野】

【産業分野】

【市民活動・人権分野】

【行財政運営分野】

将来像の実現に向けて、施策を
７つの分野に分けて、それぞれの
方向を示しています。



計
画
素
案

総合振興計画審議会
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後期基本計画の策定スケジュール

策定委員会

平成24年度 平成25年度

1月

計
画
案

11～12月

パブリック
コメント

8～10月11～12月

市民検討会議

1～3月

提言書

職員アンケート
調査

計画の振り返り
庁内ヒアリング

職員検討委員会

タウンミーティングでの意見把握
市
民
参
加

職
員
参
加

職員検討案

4～7月

職員検討案
の審議

計画素案
の審議

議会

答
申

市民ア
ンケー
ト調査
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審議会について

審議会では、庁内策定委員会において検討した「計画素案」
について、審議していただきます。

第１回
7/24（水）

・委嘱状交付 及び 会長、副会長の選出
・後期基本計画策定についての説明
・基礎調査結果の概要説明

第２回
9月中旬予定

・計画素案の諮問について
・計画素案の審議（１）

第３回
10月上旬予定

・計画素案の審議（２）

庁内策定委員会
「計画素案」

議会説明、パブリックコメントの実施

第３回
10月上旬予定

・計画素案の審議（２）

第４回
H26．1月中旬予定

・議会からの意見への回答の報告
・パブリックコメント対応方針の報告
・諮問に対する答申について



8
「後期基本計画」 案

今後の策定スケジュール

各課ヒアリング（8/5～）
・職員検討案（施策、重点的な取組）
について
・成果指標目標値について

庁内調整

策定委員会での審議

審議会での審議

パブリックコメント

「職員検討案」

「後期基本計画」 素案

議会説明

審議会による答申
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今回の策定のポイント

その１ 行政評価の導入を見据えた計画づくり

その２ 「何をやるか」を明確にした

実行性のある計画づくり

●「目指す姿（＝目標）」の検証・見直し

●目標達成度を測るための成果指標の検証・見直し

●後期基本計画期間における重点的な取り組みの設定

新規

職員の目的意識の
共有・醸成

→進行管理の実践
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施策ページの構成
目指す状態を示す内容
に整理しました。

目指す状態の達成度を測る
ための指標に見直しました。

「協働」を推進する上での
役割を整理しました。

全体的に文章を簡潔にし、余白には
写真やイラストを用いて、市民にも分
かりやすい計画とします。
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重点的な取り組みページの構成
基本構想「重点課題」の内容です。

◆重点的な取り組みの全体像を示すペー
ジを作成します。

◆後期基本計画期間中に重点的に取り組
む内容を１分野（政策）につき見開き２ペー
ジで、イラスト等を入れ、分かりやすく表現
します。



２．前期基本計画の振り返り



調書及びヒアリングの実施概要
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前期基本計画の進捗状況の把握と、後期基本計画策定に向け
た課題を把握するために、調書（施策・施策の内容）及び各
課ヒアリングを実施しました。

施策調書

●成果指標の推移
●成果指標の算出方法
●施策の実績と成果 ＋評価
●施策を取り巻く状況と課題

施策の内容調書

●前期の取組み実績
●前期の成果と課題 ＋評価
●後期の取組み内容
●後期の方向性（継続・拡充・縮小 etc.）

各課ヒアリング

●調書の記入内容について
の確認・調整
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１ 自然と共生した安心・安全でゆとりのあるまち 【8施策】

■施策評価

Ｃ評価の施策：総合治水対策の推進

■施策の内容評価

◎：環境学習活動の推進／地盤沈下対策／

排水対策の推進／広域消防体制の推進 など

△：生活雑排水対策の推進

幸手市国民保護計画の推進

×：河川の整備

施策 （達成度）

A 十分 0
B おおむね 7
C 至らない 1
施策の内容

◎ 6
○ 25
△ 2
× 1

◎：十分な成果が得られた。
○：おおむね成果が得られた。
△：期待した成果が得られなかった。
×：成果が得られなかったため、
取組みの見直しが必要。

【主な実績と成果】

・環境問題に対する市民意識の高揚

・３市３町での消防広域化のスタート
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２ 健やかで生き生きとした暮らしのあるまち 【8施策】

■施策評価

Ａ評価の施策：子育て支援の充実／高齢者福祉の

充実／介護保険制度の充実

■施策の内容評価

◎：地域の子育て支援の充実／子育て相談・連携

体制の充実／社会福祉協議会の充実強化／

生きがいづくりの支援／介護サービスの充実

／生活保護の適正実施 など

△：地域福祉計画等の策定及び推進／

国民健康保険制度の充実

施策 （達成度）

A 十分 3
B おおむね 5
C 至らない 0
施策の内容

◎ 16
○ 20
△ 2
× 0

◎：十分な成果が得られた。
○：おおむね成果が得られた。
△：期待した成果が得られなかった。
×：成果が得られなかったため、
取組みの見直しが必要。

【主な実績と成果】

・「地域子育て支援拠点」を中学校区ごとに設置

・高齢者見守りネットワークの設置による見守り体制の構築

・グループホーム等の施設整備
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３ 地域の特性を活かした快適で特色あるまち 【9施策】

■施策評価

Ａ評価の施策：幸手駅周辺の開発

水と緑の環境づくり

安全な水の供給

■施策の内容評価

◎：土地利用の規制・誘導／屋外広告物対策の充

実／公園整備の推進／幹線道路網の整備・維

持管理／駅のバリアフリー化／水の安定供給

／下水道施設の維持管理の充実 など

△：経営の効率化／水洗化の促進

施策 （達成度）

A 十分 3
B おおむね 6
C 至らない 0
施策の内容

◎ 11
○ 15
△ 2
× 0

◎：十分な成果が得られた。
○：おおむね成果が得られた。
△：期待した成果が得られなかった。
×：成果が得られなかったため、
取組みの見直しが必要。

【主な実績と成果】

・幸手駅西口区画整理の事業認可の取得

・幸手駅橋上化基本設計の策定

・権現堂桜堤が県営公園として全面供用



17

４ 明日を支える人を育む教育文化の豊かなまち 【6施策】

■施策評価

Ａ評価の施策：児童・生徒の安全・安心の確保

■施策の内容評価

◎：耐震化の促進／総合的な教育行政の推進／

地域との交流の推進／特別支援教育の充実／

高等教育の振興 など

△：学校相談の充実／国際感覚・意識の醸成

文化財・歴史資料の調査・研究と情報提供

など

施策 （達成度）

A 十分 1
B おおむね 5
C 至らない 0
施策の内容

◎ 7
○ 14
△ 4
× 0

◎：十分な成果が得られた。
○：おおむね成果が得られた。
△：期待した成果が得られなかった。
×：成果が得られなかったため、
取組みの見直しが必要。

【主な実績と成果】

・小中学校の校舎・体育館の耐震化率100％の達成

・すべての小中学校に学校応援団を設置

・日本保健医療大学の誘致
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５ 活力ある地域経済をおこすまち 【8施策】

■施策評価

Ｃ評価の施策：商業・サービス業の活性化／

勤労者対策の充実

■施策の内容評価

△：福利厚生の充実支援／

品質表示等の適正化の推進

×：地元雇用の拡大

施策 （達成度）

A 十分 0
B おおむね 6
C 至らない 2
施策の内容

◎ 0
○ 26
△ 2
× 1

◎：十分な成果が得られた。
○：おおむね成果が得られた。
△：期待した成果が得られなかった。
×：成果が得られなかったため、
取組みの見直しが必要。

【主な実績と成果】

・学校給食や体験農業による食育及び地産地消の推進

・幸手中央地区産業団地の事業化決定による工業用地の
確保
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６ 市民一体となり自立した地域を育むまち 【5施策】

■施策評価

全てＢ評価

■施策の内容評価

△：協働体制の整備／コミュニティ意識の醸成

×：まちづくり活動の支援

施策 （達成度）

A 十分 0
B おおむね 5
C 至らない 0
施策の内容

◎ 0
○ 14
△ 2
× 1

◎：十分な成果が得られた。
○：おおむね成果が得られた。
△：期待した成果が得られなかった。
×：成果が得られなかったため、
取組みの見直しが必要。

【主な実績と成果】

・情報誌配布やセミナー実施による、男女共同参画に対
する意識高揚
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７ 基本構想の実現のために 【6施策】

■施策評価

Ａ評価の施策：財政健全化の推進

広報・広聴・情報公開の充実

■施策の内容評価
◎：財政健全化計画の進捗管理／財源の確保／

適正な財源配分／市民意識の調査・意見の

募集／情報公開制度の充実／個人情報の保護

／広域的な連携の検討・強化 など

△：定住促進／電子自治体の推進

×：補助金の適正交付／広域圏計画の推進／

市町村合併の検討

施策 （達成度）

A 十分 2
B おおむね 4
C 至らない 0
施策の内容

◎ 11
○ 8
△ 2
× 3

◎：十分な成果が得られた。
○：おおむね成果が得られた。
△：期待した成果が得られなかった。
×：成果が得られなかったため、
取組みの見直しが必要。

【主な実績と成果】

・財政健全化計画の公表による、透明な行政運営の実施

・施設使用料の適正な受益者負担の確保

・市政概要説明会等の定期的な実施



３．基礎調査概要
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■人口・世帯数の推移

幸手市の基礎データ

◆世帯数は増加しているが、人口は平成7年をピークに減少して
いる。（平成22年時点：人口54,012人、19,904世帯）。
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■人口動態

0
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（人）

出生

死亡

転入

転出

◆自然増加数（出生－死亡）は、平成17年以降マイナスとなって
いる。

◆社会増加数（転入－転出）は、年々転出数が減少しており、近
年はほぼ同数となっている。
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■人口推計 （第５次幸手市総合振興計画基本構想より）

◆基本構想では、人口減少・高齢化傾向を踏まえ、平成31年時点
の人口を約50,000人と推計。
※子育て支援や生活環境改善など、生産年齢人口の定住や年少
人口の増加を促進する施策を行なったと想定した上での推計。
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年少人口（～14）

54,465人
50,000人

19.5%

69.0%
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32.5%
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■人口の流入・流出 （通学・通勤等による人の移動）

◆流入人口は、近隣市町が上位となっている。

◆流出人口は、さいたま市の他、東武線沿線の市町が上位となっ
ている。なお、県外では、東京23区に5,235人、茨城県に1,959人
などの流出が見られる。

市町村名 総数 うち

就業者数

杉戸町 1,419 1,347

春日部市 996 817

久喜市 979 914

宮代町 510 474

旧栗橋町 494 478

【流入】 県内合計：7,124人
県外合計：1,918人

市町村名 総数 うち

就業者数

さいたま市 1,818 1,465

久喜市 1,536 1,358

春日部市 1,470 1,249

杉戸町 1,064 950

越谷市 703 577

【流出】 県内合計：10,977人
県外合計： 8,442人

※H17国勢調査



市民アンケート調査
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後期基本計画の策定に関して、市民の皆さんのご意見等を把
握するために、市民アンケート調査を実施しました。

調査対象 無作為抽出による18歳以上の市民

発送数 ２，０００

回収数 ９４０

回収率 ４７．０％

調査方法 郵送配布・回収

調査期間 平成24年12月3日～12月21日

【実施概要】
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●住み良さについて

住みよい
15.4%

どちらかといえば住
みよい
45.5%

どちらかといえば住
みにくい
23.7%

住みにくい
6.7%

わからない
5.9%

無回答
2.8%

(N=940)

◆「住みよい」と「どちらかといえば住みよい」を合わせて、約６割
が幸手市が住みよいと回答している。

市民



1.7%

1.6%

74.5%

44.2%

33.5%

17.8%

17.3%

12.4%

8.4%

5.8%

4.5%

3.7%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住み慣れているから

買い物が便利だから

自然環境が豊かだから

住環境が整っているから

治安が良いから

通勤・通学などの交通の便が良いから

災害に強いから

道路・下水道などの都市基盤が整っているから

コミュニテイが充実しているから

公共施設が充実しているから

教育環境が良いから

その他

無回答

(N=573)
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●住みよい理由

◆「住み慣れている」
が最も多く、次いで
「買い物が便利」
「自然環境が豊か」
となっている。

市民



16.1%

3.8%

52.8%

41.3%

36.0%

28.3%

22.0%

13.3%

9.4%

7.3%

6.6%

5.9%

4.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

道路・下水道などの都市基盤が整っていないか

ら

通勤・通学などの交通の便が悪いから

買い物が不便だから

公共施設が不十分だから

住環境が悪いから

コミュニテイが希薄であるから

教育環境が悪いから

災害に弱いから

自然環境が豊かでないから

住み慣れていないから

治安が悪いから

その他

無回答
(N=286)
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●住みにくい理由

◆「都市基盤が整ってい
ない」が最も多く、次いで
「交通の便が悪い」
「買い物が不便」
となっている。

市民



永住したい
35.0%

当分住み続けたい
33.6%

出来れば市外に転出
したい
14.4%

市外に転出したい、
または転出する予定

である
3.8%

わからない
9.7%

無回答
3.5%

(N=940)
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●定住意向について

◆「永住したい」と「当分住み続けたい」を合わせて、約７割が幸手
市に住み続けたいと回答している。

市民
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●他の自治体と比較して優れていると思う点

4.7%

3.3%

1.7%

0.1%

1.0%

14.8%

2.4%

5.1%

8.1%

8.8%

10.3%

13.1%

15.2%

16.2%

21.9%

25.2%

32.7%

35.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自然災害が少ない

権現堂公園等の観光地がある

買い物の便が良い

圏央道のインターチェンジができる

都心から比較的近くアクセスが良い

自然環境が豊富である

犯罪が少ない

生活環境が良く住みやすい

未開発地が多く、これから発展する可能性があ

る

歴史のあるまちである

地域の結びつきが強い

人口密度が小さい

農業が盛んである

福祉が充実している

教育環境が充実している

その他

特にない

無回答(N=940)

◆「自然災害」が最も多く、
次いで「権現堂公園等の
観光地がある」「買い物の
便が良い」となっている。

市民



6.2%

4.3%

4.1%

3.2%

1.5%

4.8%

4.7%

4.6%

7.3%

8.4%

14.8%

16.2%

18.1%

18.9%

20.0%

20.0%

21.0%

24.8%

45.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市が財政難である

交通の便が悪い

高齢化が深刻である

下水等排水対策が遅れている

道路整備が遅れている

人口が減少傾向である

集客力のある施設、観光地が少ない

行政の質が十分でない

商業施設が少ない

少子化が深刻である

福祉が遅れている

農業の後継者不足が深刻である

教育環境が充実していない

地域の結びつきが弱い

乱開発によるスプロール化※が激しい

市民参画が少ない

その他

特にない

無回答(N=940)
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●他の自治体と比較して劣っていると思う点

◆「市が財政難である」が
突出して多く、次いで「交
通の便が悪い」「高齢化
が深刻である」となってい
る。

市民
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●満足度の高い施策

項目 「満足」「どちらかといえば
満足」と回答した人の割合

１位 ごみ・し尿処理 48.7%

２位 公園・緑地整備 44.8%

３位 健康づくり 43.6%

４位 防犯対策 37.0%

５位 交通安全対策 36.1%

◆満足度の高い施策は、「ごみ・し尿処理」「公園・緑地整備」「健
康づくり」の順となっている。

市民
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●満足度の低い施策

◆満足度の低い施策は、「計画的な土地利用」「商業振興」「工業
振興」の順となっている。

項目 「満足」「どちらかといえば
満足」と回答した人の割合

１位 計画的な土地利用 11.8%

２位 商業振興 12.2%

３位 工業振興 12.7%

４位 消費生活行政 14.5%

５位 農業振興 14.9%

市民
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●重要と考える施策

◆重要度の高い施策は、「医療施設・医療体制」「防犯対策」
「災害対策」の順となっている。

項目 「重要」「どちらかといえば
重要」と回答した人の割合

１位 医療施設・医療体制 85.1%

２位 防犯対策 82.9%

３位 災害対策 82.1%

４位 交通安全対策 80.3%

５位 ごみ・し尿処理 79.7%

市民



市民負担が増えて
も、行政サービスの
水準を充実すべき

20.1%

現状維持でよい
34.9%

行政サービスの水準
が低下しても良いの
で、負担を軽くしてほ

しい
12.3%

その他
6.0%

わからない
21.7%

無回答
5.0%

(N=940)
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●市民の負担と行政サービスとの関係について

◆「現状維持」が最も多く、次いで「市民負担増でもサービス水準
を充実」「サービス水準低下でも市民負担を軽減」となっている。

市民



職員アンケート調査
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後期基本計画の策定にあたり、職員の市の現状に対する評価
や総合振興計画に対する意識等を把握するために、職員アン
ケート調査を実施しました。

調査対象 幸手市に勤務する職員

配布数 ４３２

回収数 ３６４

回収率 ８４．３％

調査方法 庁内配布・回収

調査期間 平成24年12月3日～12月21日

【実施概要】



住みよい
14.8%

どちらかといえば住
みよい
44.2%

どちらかといえば住
みにくい
26.1%

住みにくい
3.6%

わからない
9.1%

無回答
2.2%

(N=364)
38

●住み良さについて

◆「住みよい」と「どちらかといえば住みよい」を合わせて、約６割
が幸手市が住みよいと回答している。

職員

市民と
ほぼ同様



3.3%

1.4%

73.5%

40.0%

26.0%

20.0%

17.7%

10.2%

6.0%

6.0%

5.6%

1.9%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住み慣れているから

自然環境が豊かだから

買い物が便利だから

治安が良いから

通勤・通学などの交通の便が良いから

住環境が整っているから

コミュニテイが充実しているから

公共施設が充実しているから

災害に強いから

教育環境が良いから

道路・下水道などの都市基盤が整っている

から

その他

無回答

(N=215)
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●住みよい理由

◆「住み慣れている」
が最も多く、次いで
「自然環境が豊か」
「買い物が便利」
となっている。

市民と
ほぼ同様

職員



6.3%

4.1%

1.6%

1.1%

1.6%

9.3%

3.0%

34.3%

31.6%

27.2%

20.3%

16.8%

13.5%

12.9%

12.9%

11.3%

7.7%

7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

権現堂公園等の観光地がある

自然災害が少ない

圏央道のインターチェンジができる

自然環境が豊富である

歴史のあるまちである

犯罪が少ない

都心から比較的近くアクセスが良い

買い物の便が良い

地域の結びつきが強い

生活環境が良く住みやすい

未開発地が多く、これから発展する可

能性がある

農業が盛んである

人口密度が小さい

福祉が充実している

教育環境が充実している

その他

特にない

無回答

(N=364)
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●他の自治体と比較して優れていると思う点

◆「権現堂公園等の観光
地がある」が最も多く、次
いで「自然災害が少ない」
「圏央道のインターチェン
ジができる」となっている。

職員

自然災害が少ない 35.2%

権現堂公園等の観光地がある 32.7%

買い物の便が良い 25.2%

市民結果



4.1%

4.1%

3.8%

3.3%

2.7%

1.9%

1.1%

4.4%

47.8%

31.6%

31.3%

23.1%

18.7%

17.3%

16.8%

13.7%

12.4%

8.2%

5.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市が財政難である

交通の便が悪い

人口が減少傾向である

道路整備が遅れている

高齢化が深刻である

集客力のある施設、観光地が少ない

下水等排水対策が遅れている

商業施設が少ない

少子化が深刻である

農業の後継者不足が深刻である

乱開発によるスプロール化が激しい

教育環境が充実していない

行政の質が十分でない

市民参画が少ない

地域の結びつきが弱い

福祉が遅れている

その他

特にない

無回答

(N=364)
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●他の自治体と比較して劣っていると思う点

◆「市が財政難である」が
最も多く、次いで「交通の
便が悪い」「人口が減少
傾向である」となっている。

職員

市民結果

市が財政難である 45.5%

交通の便が悪い 24.8%

高齢化が深刻である 21.0%
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市民検討会議

市民の視点から市の計画・施策に関して検討し、後期基本計
画策定に対する意見・提言を行うために設置し、平成25年1
月から4月にかけて計５回の会議を開催しました。

後期基本計画策定に向けた 「市民検討会議 提言書」 として提出後期基本計画策定に向けた 「市民検討会議 提言書」 として提出

開催日 内容

第１回 H25.1.20 幸手市の現状について

第２回 H25.2.3 テーマ（１）「活気と活力のあるまちをつくるために」

第３回 H25.2.27 テーマ（２）「安全・安心なまちをつくるために」

第４回 H25.3.26 テーマ（３）「みんなでまちをつくるために」

第５回 H25.4.24 市民検討会議提言書（案）について



地域力を
活かす

43

検討テーマの設定

自己紹介で出された
キーワード

「幸手市のまちづくりにとって重要なこと」

子どもが
残れるまち

桜のまち

農業の
後継者育成

地元商店の
活気

幸手の
PR

まちづくりへの
参加

学校の充実

桜・自然

芸術・文化
歴史・街並み

産業振興
（農・商・工）

観光振興

働ける場所

安全・安心
（防災・防犯）

都市基盤整備
情報発信

活動の担い手
高齢者の活用

協働

①

②

③

④

⑤⑥

⑦
⑧
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テーマと検討課題

テーマ 検討課題

【第２回】

活気と活力のあるまち
をつくるために

子どもがいきいきと成長でき、かつ将来、子どもが
残れるまちにするにはどうすれば良いか。①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

幸手の自然や文化を守り育てるためにはどうすれ
ば良いか。

働く場所があり、活気があふれるまちにするために
はどうすれば良いか。

安心・安全に住み続けられるまちにするためにはど
うすれば良いか。

快適・便利に暮らせるまちにするためにはどうすれ
ば良いか。

幸手のことを、市民にも市外の人にも、もっと知って
もらうためにはどうすれば良いか。

一人ひとりが活躍できる、地域力の高いまちにする
ためにはどうすれば良いか。

幸手のまちづくりをみんなで考える仕組みをつくるた
めにはどうすれば良いか。

【第３回】

安全・安心なまちをつ
くるために

【第４回】

みんなでまちをつくる
ために
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【テーマ１】 活気と活力のあるまちをつくるために

主な提言内容

子どもが残れるまち

自然や文化が
守り育まれるまち

働く場所があるまち

●雨の日も遊べる場所の充実や駅前保育
など、子育て支援の充実

●地域に子どもの居場所をつくる

●子どもが高齢者と交流する機会をつくる

●駅から回遊できる場所に、幸手宿や権現
堂に関する資料館をつくる

●幸手宿を活かした景観まちづくり

●「幸手」（＝幸せの手）の名前を活かした
「手形」を活用したまちづくり

●市内企業見学会やインターネットの活用
による市内企業の周知

●祭り、花、農業などを活かした観光まちづ
くりの推進
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【テーマ２】 安全・安心なまちをつくるために

主な提言内容

安全・安心に
住み続けられるまち

快適・便利に
暮らせるまち

●若い世代も参加しやすい地域コミュニティ
づくり

●地域で見守りあう体制の強化（交通安全
ボランティア、子ども見守り隊など）

●市民主体の防災ワークショップの開催

●市内循環バスの公設民営化

●車がいらないまちづくりの推進

●狭あい道路の計画的な拡幅推進



【テーマ３】 みんなでまちをつくるために

47

主な提言内容

情報発信が
できるまち

一人ひとりが
活躍できるまち

協働のまちづくりの
仕組みがあるまち

●市民が求める情報を発信する

●若い世代が読んで楽しい広報紙をつくる

●市のラジオ局をつくる

●いろんな年代や職種の人を巻き込む

●活動団体が自立的に活動するためのノ
ウハウを蓄積・共有する

●NPOをネットワーク化する

●市民のアイデアを具現化できる仕組みを
つくる

●NPO設立に向けたアドバイスや支援、
NPOに関する情報提供を行う。


